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～大連日本商品展覧会が開催されました～ 

 2024 年 9 月 26 日～28 日、大連市にて「大連日本商品展覧会」が開催されました。コロナ禍前の 2019 年

以来、5 年ぶりの開催となりましたが、会場には多くの来場者が訪れました。 

 日本からは、岩手県、宮城県、新潟県、神奈川県、愛媛県、沖縄県などから企業が参加しており、北九州

市からは関連企業が 2 社参加しました。今回は、大連日本商品展覧会の様子をお伝えさせて頂きます。 

 

 

■大連日本商品展覧会 

 今年で 13 回目の開催となった大連日本商品展覧会には、約 300 社が参加し、日用品や衣類、食品関係

など多種多様な日本の商品が出展され、開催期間の 3 日間で延べ約 6 万人の来場者が訪れました。特に

イベント最終日の 28 日は土曜日と言うこともあってか、たくさんの来場者で会場が賑わい、想定以上の

売れ行きに準備していた商品が底をつき、早々にブースを畳まざるをえない出展事業者も多く見受けら

れました。 

 当事務所も北九州市企業の産品や観光 PR を行いましたが、準備していた観光パンフレットが全て無

くなるほど多くの方にブースに来て頂き、たくさんの中国人の方々に北九州市を知っていただく良い機

会となりました。 

 
※多くの来場者で賑わう様子 出展：コンシェルジュ大連  



■北九州市関連企業 

 今年の日本商品展覧会には、2 社の北九州市関連企業が参加しました。 

1 社目の酷特通商株式会社（戸畑区北鳥旗町）＜現地法人名：大連酷特商賀有限公司＞は、省エネ性や

低騒音性に優れたスウェーデン・SILVENT 社のエアーノズルを取扱う販売代理店です。他にも様々な事

業や商品を取扱っていますが、今回はこのエアーノズルの展示を中心に行いました。 

大連日本商品展覧会は、BtoC の色合いが強いイベントであり、エアーノズルのような BtoB 向けの商

品は苦戦することも予想されましたが、地元メディアから取材を受けるなど大変好評で、5 社程と今後ビ

ジネスに繋がりうる話ができ、大きな出展効果があったとの事です。 

 

※地元メディアから取材を受ける酷特通商株式会社：田浦社長 

 

また酷特通商株式会社は、株式会社つる平（小倉南区下曽根）が製造する小倉の銘菓「小倉日記」と

株式会社 ITOHEN（戸畑区銀座）の小倉織の技術を用いた「はしおき」の展示も両社の代理で行いま

した。 

今回のようなイベントでは、物販目的はもちろんのこと、実際に中国人消費者の反応を確認できる絶

好の機会であり、「市場調査」の目的でも大いに活用することができます。 

 

    ※株式会社つる平の「小倉日記」       ※株式会社 ITOHEN の「はしおき」 



2 社目の松之源国際貿易有限公司は、北九州市の酒造メーカー「無法松酒造」（北九州市小倉南区）の

お酒を取扱う販売代理店です。無法松酒造は、明治 10 年創業の老舗企業であり、日本酒の他に焼酎や梅

酒の製造も行っており、中国でも大きな人気を博しています。今回のイベントでもたくさんの来場者が

ブースを訪れ、準備していた商品は全て売り切れました。 

ちなみに、松之源国際貿易有限公司のオーナーはもともと家具などを扱う会社を経営していますが、無

法松酒造のお酒に一目惚れし、このお酒を中国向けに販売することを決意。本業の家具を取扱う会社と

は別に、松之源国際貿易有限公司を立ち上げ、現在中国市場向けに無法松酒造のお酒を販売していると

いう経緯があります。 

 

※「無法松酒造」のお酒。準備していた商品は全て売り切れた 

 

 

■結びに 

 近年、中国は景気減速など暗い話題も多いですが、冠に「日本」と入った日本一色のイベントを開催で

きるのも、そのイベントに約 6 万人の来場者が訪れるのも親日の大連市ならではの事であり、改めて大

連市のポテンシャルの高さを伺い知ることができました。 

 中国ではまだまだ日本商品の需要は高く、主催者発表によると、今回のイベントの成約金額は約 2.6 億

元（約 54.6 億円、1 元=約 21 円）に達しました。しかし大連日本商品展覧会は、一般来場者が圧倒的多

数を占め、BtoB 色が弱いことが課題として挙げられます。イベント期間中には、主催者側と意見交換会

をする機会もあり、企業関係者の来場を促し BtoB 色を強めて頂くよう、各自治体や JETRO から要望を

出しました。 

 大連に限らず、中国では各地で様々なイベントが行なわれています。少しでも関心がありましたら、是

非一度中国に足を運んで下さい。当事務所で出来る限りのお手伝いをさせて頂きます。 


